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抄録  
本研究では、19 世紀末から 20 世紀初頭のフランコプロヴァンス語地域の方言における、ラテン語の
第 2 曲用の名詞を起源とする、普通名詞の単数、複数の区別について扱う。分析対象の資料は『フ
ランス言語地図』 Atlas linguistique de la France であり、そのうち分析対象の語は、genou 「膝」、




Notre recherche porte sur les formes du singulier et du pluriel des noms communs issus de noms 
latins de la deuxième déclinaison en francoprovençal de la fin du XIXème siècle au début du XXème 
siècle. On utilise les cartes de « genou », « œil », « pou » et « râteau » dans l’Atlas linguistique de 
la France. Nous avons trouvé que pour ces mots les formes du singulier et du pluriel étaient 
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かにすることである。具体的には、『フランス言語地図』 Atlas linguistique de la France を
使用し、このうちラテン語の第 2 曲用 1の名詞を語源に持つ語の言語地図の、フランス東
部を中心に広がるフランコプロヴァンス語地域に着目し、数の体系についての分析を行う2。
なお、本研究で使用した言語地図上では、語形の音声を記述するためにルスロ＝ジリエロ
ン音声記号  Alphabet Rousselot-Gilliéron が使用されている。ルスロ＝ジリエロン音声記




記号から IPA に変換する際は、トゥールーズ・ジャン・ジョレス大学  Université Toulouse 
Jean Jaurès の研究プロジェクト Le pojet SYMILA の web ページで公開されているルスロ











用の種類には、5 つの種類が存在し、それぞれ第 1 曲用（sg. gen. -AE）、第 2 曲用（sg. gen. -I）、第
3 曲用（sg. gen. -IS）、第 4 曲用（sg. gen. -US）、第 5 曲用（sg. gen. -EI）と称されることが多い。 
2 分析対象の地域としてフランコプロヴァンス語地域を扱っている理由については、1.3. フランコプロ
ヴァンス語とはで解説する。また、分析対象の語としてラテン語の第 2 曲用の名詞を語源に持つ普通
名詞を扱っている理由については、1.4. フランコプロヴァンス語地域におけるラテン語の第 1 曲用の






















Martinet (1960 : 161) によれば、現代の標準フランス語における書き言葉の体系と話し言




性名詞 pomme は、書き言葉では単数形は pomme、複数形は pommes と綴られるが、話
し言葉におけるこれらの単数形、複数形そのものの発音は、双方共に  [pɔm] である。そ
こで、話し言葉では、例えば定冠詞を付加し、単数形 la pomme [la pɔm]、複数形 les 
pommes [le pɔm] のように限定詞である定冠詞の形態を変化させることで単数、複数を区
別している。これらの事実を表にまとめると、以下の通りである。 
 
表 1. 現代の標準フランス語における大多数の普通名詞の単数、複数の区別  












sg. la pomme [la pɔm] 
pl. les pommes [le pɔm] 
 
4 例外も存在する。「ウシ」を意味する男性名詞 bœuf は、書記上は単数形 bœuf、複数形 bœufs のよ
うに単数と複数で異なっているが、音声上も単数形 [bœuf]、複数形 [bø]のように異なる。 





















かにすることである。具体的には、『フランス言語地図』 Atlas linguistique de la France を
使用し、このうちラテン語の第 2 曲用 1の名詞を語源に持つ語の言語地図の、フランス東
部を中心に広がるフランコプロヴァンス語地域に着目し、数の体系についての分析を行う2。
なお、本研究で使用した言語地図上では、語形の音声を記述するためにルスロ＝ジリエロ
ン音声記号  Alphabet Rousselot-Gilliéron が使用されている。ルスロ＝ジリエロン音声記




記号から IPA に変換する際は、トゥールーズ・ジャン・ジョレス大学  Université Toulouse 
Jean Jaurès の研究プロジェクト Le pojet SYMILA の web ページで公開されているルスロ











用の種類には、5 つの種類が存在し、それぞれ第 1 曲用（sg. gen. -AE）、第 2 曲用（sg. gen. -I）、第
3 曲用（sg. gen. -IS）、第 4 曲用（sg. gen. -US）、第 5 曲用（sg. gen. -EI）と称されることが多い。 
2 分析対象の地域としてフランコプロヴァンス語地域を扱っている理由については、1.3. フランコプロ
ヴァンス語とはで解説する。また、分析対象の語としてラテン語の第 2 曲用の名詞を語源に持つ普通
名詞を扱っている理由については、1.4. フランコプロヴァンス語地域におけるラテン語の第 1 曲用の






















Martinet (1960 : 161) によれば、現代の標準フランス語における書き言葉の体系と話し言




性名詞 pomme は、書き言葉では単数形は pomme、複数形は pommes と綴られるが、話
し言葉におけるこれらの単数形、複数形そのものの発音は、双方共に  [pɔm] である。そ
こで、話し言葉では、例えば定冠詞を付加し、単数形 la pomme [la pɔm]、複数形 les 
pommes [le pɔm] のように限定詞である定冠詞の形態を変化させることで単数、複数を区
別している。これらの事実を表にまとめると、以下の通りである。 
 
表 1. 現代の標準フランス語における大多数の普通名詞の単数、複数の区別  












sg. la pomme [la pɔm] 
pl. les pommes [le pɔm] 
 
4 例外も存在する。「ウシ」を意味する男性名詞 bœuf は、書記上は単数形 bœuf、複数形 bœufs のよ
うに単数と複数で異なっているが、音声上も単数形 [bœuf]、複数形 [bø]のように異なる。 






- 97 - 
 
1.2. 過去になされた方言における普通名詞の数に関連する研究  
 
ここで、これまでになされた方言における普通名詞の数に関連する研究を 2 つ紹介
する。該当する研究は、Bouvier (2003)と Tuaillon (1971)である。 
Bouvier (2003) は 、 『 プ ロ ヴ ァ ン ス 言 語 民 俗 誌 地 図 』  Atlas linguistique et 










cheval に該当する語の、19 世紀から 20 世紀初頭にかけての各地の方言における単数、
複数の区別の分析を扱っている研究である。この研究の分析対象としては、『フランス言









れた。なお、cheval はラテン語の第 2 曲用の名詞を語源に持つ普通名詞だが、『フランス
言語地図』 Atlas linguistique de la France を用いた各地の方言における cheval に該当
する語の単数、複数の区別についての分析が、この Tuaillon (1971)で既になされているた







Walter von Wartburg による『フランス語語源辞典』 Französisches Etymologisches Wörterbuch（以















図 1. Bert et al. (2009 : 13)におけるフランコプロヴァンス語地域の地図  
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図 1 からもわかるように、この地域は、北はオイル語地域と、南はオック語地域と接している。
フランス国内でこの地域に含まれる箇所として、Bert et al. (2009 : 16) によれば、まず、オ
ート＝サヴォワ県、サヴォワ県、アン県、ローヌ県の全体、ロワール県、イゼール県の大部
分、そしてドローム県、アルデーシュ県の北端といった、旧ローヌ＝アルプ地域圏 9の大部
分が挙げられる。また、Bert et al. (2009 : 16) によれば、旧ローヌ＝アルプ地域圏のみな
らず、旧フランシュ＝コンテ地域圏内のジュラ県の 3 分の 2、ドゥー県の南端や、旧ブルゴ
ーニュ地域圏内のソーヌ＝エ＝ロワール県の南東端も含まれる。また、この地域はフランス




この他にフランコプロヴァンス語地域には飛び地が存在する。Bert et al. (2009 : 17) 
によれば、イタリア南部プッリャ州フォッジャ県の 2 つ共同体、ファエートとチェッレ・ディ・サ
ン・ヴィートがこの飛び地に該当する。この飛び地が存在する理由は、Bert et al. (2009 : 
17) によれば 13 世紀、14 世紀に現在のフランスのアン県、イゼール県の人々がこの飛び
地に移住したためだと考えられている。なお、本研究の分析では、この飛び地は扱わない
こととする。 
フランコプロヴァンス語に顕著な言語的特徴としては、Tuaillon (2007 : 15-16) によれ
ば、5 種類の語末の無強勢母音  [a], [i], [e], [o], [ɔ̃] を持つことが挙げられる。フランコプ
ロヴァンス語においてこれらの無強勢母音が見られる具体例として、次のものが挙げられる。  
 
表 2. 現代の標準フランス語と 
それに対応するフランコプロヴァンス語の一例 10 
現代の標準フランス語  フランコプロヴァンス語の一例  
femme f. 「妻、女性」 [fɛna11] 
fille f. 「娘、女の子」 [fiʎi] 
père m. 「父」 [pare] 
coude m. 「ひじ」 [kɔdo] 
 
これに対し、フランコプロヴァンス語地域の北に隣接するオイル語地域では、Tuaillon 
(2007 : 17) によれば、9 世紀から 16 世紀、すなわちカロリング朝時代からルネサンス期に
かけて、語末の無強勢母音は全て  [ə] となった後、無音化している。したがってフランコ
プロヴァンス語での 5 種類の語末の無強勢母音の保持は、オイル語との大きな違いだと言
える。 












人称を区別する例が見られたということである。例えば、Tuaillon (2007 : 15-16) によれば、
現代の標準フランス語の女性名詞 femme 「妻、女性」に該当する語の単数、複数の区別












別については、大河原  (2020)12 で既に分析されている。大河原  (2020) でラテン語の
第 1 曲用の名詞を語源に持つ普通名詞として分析対象となっている語は、フランコプロヴ
ァンス語地域の方言において、現代の標準フランス語で「耳」を意味する女性名詞 oreille 
と、「雌牛」を意味する女性名詞  vache それぞれに該当する語 13であり、19 世紀末から 20
世紀初頭にかけての方言データを収録した『フランス言語地図』 Atlas linguistique de la 
France のうち、oreille の言語地図と  vache の言語地図を用いて分析を行っている。こ










12 2020 年 5 月 16 日・17 日にインターネット上で開催された日本ロマンス語学会第 58 回大会にお
ける口頭発表（東京外国語大学大学院  大河原香穂「フランコプロヴァンス語地域における単数形、
複数形」）である。 
13 ここで扱っている、フランコプロヴァンス語地域の方言で oreille に該当する語の語源は、FEW に
よれば、ラテン語で「耳」を意味する第 1 曲用の女性名詞  AURICULA の対格形である。すなわち、
単数形、複数形は、それぞれ対格単数形  AURICULA、対格複数形  AURICULAS である。また、
フランコプロヴァンス語地域の方言で vache に該当する語の語源は、FEW によれば、ラテン語で「雌
牛」を意味する第 1 曲用の女性名詞  VACCA の対格形である。すなわち、単数形、複数形は、それ
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図 3. 19 世紀末から 20 世紀初頭のフランコプロヴァンス語地域と周辺部において 
ラテン語の第 1 曲用の名詞を語源に持つ普通名詞の 
単数、複数の区別について分析した地図 14 ,  15 ,  16 
 
ALF 946 oreille                 ALF 1346 vache 
●：sg. = pl.  ●：sg. [-a] または [-i] pl. [-ə] または -φ17  ●： sg. [-ə] または- φ pl. [-e]  
●：sg. [-e] pl. [-ə]  ●：sg. [-ɔ] pl. [-a] 
◦：その他の語末の無強勢母音の対立による単数、複数の区別  




内では 2 つの語に共通してみられる 3 つの大きな傾向があると考えられる。1 つ目は、北
西部から北部にかけての地域と、南東部では、青●で表示されている地点、すなわち単
数形と複数形が音声的に同形態である地点が多く見られるということである。次に、南西
部では、黄色●で表示されている地点、すなわち単数形が  [-a] または  [-i]、複数形が 
[-ə] または -φ という対立で単数、複数の区別を行っている地点が多く見られるということ
である。3 つ目は、北東部では、赤●で表示されている地点、すなわち単数形が [-ə] また
は -φ、複数形が [-e] という対立で単数、複数の区別を行っている地点が多く見られると
 
14 大河原  (2020)で使用されている地図を改訂したものである。 
15 各地点を分類する際、音声的な類似から、[‐ɛ], [‐e̜ ] は[‐e]、[‐a̱ ], [-ɑ] は [‐a]、[‐o]は [‐ɔ] として
扱っている。 
16 地図における各言語区分の境界線は、Le projet SYMILA の web ページで公開している各地
点の言語区分を参考にした。 
http://symila.univ-tlse2.fr/alf/lieux/ 
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1. 4 フランコプロヴァンス語におけるラテン語の第 1 曲用の名詞を語源に持つ普通名詞
の単数、複数の区別でも触れたように、大河原  (2020) を除き、フランコプロヴァンス語地
域全体に注目して、さまざまな普通名詞の数の体系について分析を行った研究はこれま
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は、ジュール・ジリエロン  Jules Gilliéron と、その弟子のエドモン・エドモン  Edmond 
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図 3. 19 世紀末から 20 世紀初頭のフランコプロヴァンス語地域と周辺部において 
ラテン語の第 1 曲用の名詞を語源に持つ普通名詞の 
単数、複数の区別について分析した地図 14 ,  15 ,  16 
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扱っていない。これらの対象地域内の 638 地点における方言が ALF に収録されている。
ALF を作成するにあたっては、Gilliéron (1902 : 4, 24-28) によれば、1897 年から 1901
年の間にエドモンによって各地点の話者に対して直接聞き取り調査が行われている。した
がって、ALF に収録されている方言は、19 世紀末から 20 世紀初頭の方言である。本研
究のリサーチクエスチョンでは、「19 世紀末から 20 世紀初頭」という期間の限定を設けて
いたが、その理由は  ALF の調査期間に基づいているためである。調査の形式について
は、Gilliéron (1902 : 4-6) によれば、翻訳形式の調査が行われた。すなわち、標準フラン
ス語における語形を提示し、それらの語が各地点の方言ではどのように発音されるのかを
尋ねたのである。Gilliéron (1902 : 7, 29-55) によれば、これらの調査は、多くの場合、各
地点で 1 人の話者に対して行われており、質問に対して 1 番最初に答えた語形が ALF 




ル・アルプ大学  Université Grenoble Alpes の Gipsa-lab などの機関よって ALF の電
子化が行われたことにより、ALF に収録されている各地図は  web サイト20上でも閲覧可
能である。本研究では、この電子化版を分析に用いている。 
 
3.2. 分析対象の地図と語  
 
ALF に収録されている地図の中で、本研究で分析対象として選択した地図は以下
の 4 枚の地図である。 
 
 ALF639 genou, genoux 
 ALF932 œil (l')21, yeux (les) 
 ALF1067 pou ; poux 
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ALF における地図  
genou m. 「膝」 GENUCULUM n. 2.23 「膝」 ALF639 genou, genoux 
œil m. 「目」 OCULUS m. 2. 「目」 ALF932 œil (l'), yeux (les) 
pou m. 「シラミ」 PEDUCULUS m. 2. 「小さな足」 ALF1067 pou ; poux 
râteau m. 「熊手」 RASTELLUS m. 2. 「熊手」 ALF1132 râteau, rateaux 
 
分析対象の地図と語は、以下の 4 つの条件から絞り込んだ。 
 
条件 I：1 枚の地図で単数形、複数形双方の語形を確認することができる 
条件 II：分析対象の地点における全ての語形が同一の語を語源に持つ 
条件 III：ラテン語の第 2 曲用の名詞を語源に持つ 
条件 IV：cheval を除外する 
 
条件 I を設けた理由は、一見すると、2 枚の地図を照らし合わせることで、単数、複数
の区別について分析できると思われる語でも、対照が難しい場合があるためである。例え
ば、ALF686 herbe という地図と ALF827 les mauvaises herbes (arracher - ) という地図が
存在するため、一見すると現代の標準フランス語の女性名詞 herbe 「草」に対応する語に
ついての単数、複数の区別を分析できるように思われるかもしれない。しかし、ALF827 les 
mauvaises herbes (arracher - ) の地図上の地点 969 では、[mụne] という語形が見られる。
この語形は、herbes 「草  pl.」に対応する語形ではなく、mauvaises herbes 「雑草  pl.」と
いう連辞に対応する語形である。したがって、この語形は、現代の標準フランス語の形容
詞 mauvais 「悪い」の女性複数形  mauvaises に該当する語と、herbe の複数形である 





ためであり、また、既に大河原  （2020）でラテン語の第 1 曲用の名詞を語源に持つ語が扱
われているためである。条件 IV を設けた理由は、条件 I から条件 III を満たしているもの






22 各語の語源については、FEW を参照した。 
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図 4. 分析対象の地点 24, 25 
 
 
これらの 140 地点のうち、フランコプロヴァンス語地域内の地点は 75 地点、オイル語地域
内の地点は 34 地点、オック語地域内の地点は 31 地点である。 
 




24 ここでの各言語区分の境界線も、Le projet SYMILA の web ページで公開されている各地点の言
語区分を参考にした。 
25 ALF 上に描かれている行政区画は、ALF が作成された時期に当たる 19 世紀末から 20 世紀初
頭のものであるため、本研究ではこの行政区画をそのまま使用することとする。 
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づいて、全ての地点を以下の 3 つに分類した。 
 
表 4. 各地点の分類方法  
分類記号  地点の分類  
● sg. ＝ pl. 
● sg. ≠ pl. 










図 5. 分析結果の地図  
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図 5. 分析結果の地図  
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          ALF 1132 râteau                 ALF 932 œil  
●：sg. = pl.  ●：sg. ≠ pl.  -：単数形あるいは複数形の欠如  
 
genou に対応する語については、分析対象の全地点のうち、単数形と複数形が音声
的に同形である地点（●）は 126 地点、異なる地点（●）は 14 地点であった。このうち、フ
ランコプロヴァンス語地域内に焦点を当てると、単数形と複数形が音声的に同形である地
点は 72 地点 27、異なる地点は 3 地点であった。単数形と複数形が音声的に異なってい
たのは、サヴォワ県の地点 933, 963、スイスの地点 988 であり、これらの地点における語形
は以下の通りである。 
 
表 5. genou に対応する語について 
単数形と複数形が音声的に異なるフランコプロヴァンス語地域内の地点  
 サヴォワ県  スイス 
地点番号  933 963 988 
単数形  ʒenœ ʒenø zəno 





点は 20 地点、異なる地点は 11 地点であった。したがって、フランコプロヴァンス語地域の
様相は単数形と複数形が音声的に同形の地点が多く見られるオイル語地域的であった。 
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pou に対応する語については、分析対象の全地点のうち、単数形と複数形が音声
的に同形である地点（●）は 127 地点、異なる地点（●）は 13 地点であった。このうち、フ
ランコプロヴァンス語地域内に焦点を当てると、単数形と複数形が音声的に同形である地
点は 72 地点 28、異なる地点は 3 地点であった。単数形と複数形が音声的に異なってい
たのは、サヴォワ県の地点 963, 973、スイスの地点 988 であり、これらの地点における語形
は以下の通りである。 
 
表 6. pou に対応する語について 
単数形と複数形が音声的に異なるフランコプロヴァンス語地域内の地点  
 サヴォワ県  スイス 
地点番号  963 973 988 
単数形  pjø pju̜ t pjɔl 









声的に同形である地点（●）は 109 地点、異なる地点（●）は 30 地点、単数形あるいは複
数形が欠如している地点（-）は 1 地点であった。このうち、フランコプロヴァンス語地域内
に焦点を当てると、単数形と複数形が音声的に同形である地点は 64 地点 29、異なる地点
は 11 地点であった。単数形と複数形が音声的に異なっていたのは、サヴォワ県の地点
963, 965, 973、イゼール県の地点 922, 931, 942, 950、ドローム県の地点 920、スイスの地
点 979, 988、イタリアの地点 987 であり、これらの地点における語形は以下の通りである。 
 
表 7. râteau に対応する語について 
単数形と複数形が音声的に異なるフランコプロヴァンス語地域内の地点  
 サヴォワ県  イゼール県  ドローム県  
地点番号  963 965 973 922 931 942 950 920 
単数形  rae raθɛl raːel rate rate ratɛ rɑte rɑːtɛ 




28 同地域内の全地点の 96％にあたる。 
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 スイス イタリア 
地点番号  979 988 987 
単数形  raːxe raːfɛ raxel 









に同形である地点（●）は 70 地点、異なる地点（●）は 31 地点、単数形あるいは複数形
が欠如している地点（-）は 39 地点であった。このうち、フランコプロヴァンス語地域内に焦
点を当てると、単数形と複数形が音声的に同形である地点は 51 地点 30、異なる地点は
12 地点、単数形あるいは複数形が欠如している地点は 12 地点であった。単数形と複数
形が音声的に異なっていたのは、サヴォワ県の地点 963, 973、オート＝アルプ県の地点
957、ジュラ県の地点 927、ローヌ県の地点 908、ロワール県の地点 808、スイスの地点
937, 968, 977, 979, 988, 989 であり、これらの地点における語形は以下の通りである。 
 
表 8. œil に対応する語について 
単数形と複数形が音声的に異なるフランコプロヴァンス語地域内の地点  
 サヴォワ県  オート＝アルプ県  ジュラ県  ローヌ県  ロワール県  
地点番号  963 973 957 927 908 808 
単数形  jɥe øl jwɛ jœ ø œ 
複数形  y y wɛ œ u ø 
 
 スイス 
地点番号  937 968 977 979 988 989 
単数形  ụe ỵɛ ʑɥɛ ɛl wɛl ɛs 




ては、単数形と複数形が音声的に同形である地点は 5 地点、異なる地点は 2 地点、単
数形あるいは複数形が欠如している地点は 27 地点であった。また、オック語地域内につ
いては、単数形と複数形が音声的に同形である地点は 17 地点、異なる地点は 14 地点
 
30 同地域内の全地点の約 71％にあたる。 
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であった。したがって、分析対象の全ての地点については単数形あるいは複数形が欠如




表 9. 分析結果のまとめ 
 genou に対応する語  pou に対応する語  
fp.31 oïl oc 合計  fp. oïl oc 合計  
● 72 34 20 126 72 34 21 127 
● 3 0 11 14 3 0 10 13 
●：sg. = pl.  ●：sg. ≠ pl.32 
 râteau に対応する語  œil に対応する語  
fp. oïl oc 合計  fp. oïl oc 合計  
● 64 34 11 109 51 2 17 70 
● 11 0 19 30 12 5 14 31 
- 0 0 1 1 12 27 0 39 




語の第 1 曲用の名詞起源の普通名詞とは異なり、第 2 曲用の名詞起源の普通名詞につ
いては、大多数の地点で単数形と複数形が音声的に同形であったと言える。 
 






フランコプロヴァンス語地域内  œil に対応する語の地図についての詳細な議論を順番に
扱う。 
 




31 ここでの fp., oïl, oc とは、それぞれフランコプロヴァンス語地域、オイル語地域、オック語地域のこ
とを表す。 
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ぞれの地図のこの 2 つの地点で確認される単数形、複数形は以下の通りである。 
 
表 10. エヴォレーヌとサン＝マルタン＝ド＝ラ＝ポルトにおける語形  
 エヴォレーヌ（地点 988） 
サン＝マルタン＝ド＝ラ＝ポルト 
（地点 963） 
地図  genou pou râteau œil genou pou râteau œil 
単数形  zəno pjɔl raːfɛ wɛl ʒenø pjø rae jɥe 
複数形  zənɔs pjɔs raːfɛs wɛs ʒeno ːe pjɔ rajo y 
 
エヴォレーヌの語形に着目すると、語によって単数形、複数形の間に音声の揺れは存在
するものの、4 つ地図全てで単数形  -φ33、複数形  [-s] という対立で数の対立を表してい
ると考えられる。Kristol (2013 : 344) によれば、スイスのヴァレー州のフランコプロヴァンス




のように 4 枚の地図で一貫した単数、複数の区別の方法が見られる訳ではなかった。 
 








相は、大河原  (2020) で扱われている現代フランス語の oreille 「耳」に対応する語の地
図と共通している。ここで、œil と oreille の共通点について考えると、両者は体部位を表
し、多くの場合 2 つ存在することが前提である双数的な語彙であることがわかる。したがっ
て œil に対応する語の地図で単数形あるいは複数形が欠如している地点が多く見られ
る理由には、意味内容が関係している可能性がある。しかし  ALF には  œil に対応する
 
33 ここでの -φ とは、語末に複数を表す [-s] の表示がない状態を指す。 
 
 






地点 917 には、定冠詞が付加した単数形として [lu zy]、複数形として [le zy] が記載さ
れている。名詞の部分だけに着目すると、語頭には共通して  [z-] という子音が存在する
ことがわかる。この手がかりから、以下のような時系列に沿った変遷が考えられる。 
 












6. 結論  
 
以上のことから本研究におけるリサーチクエスチョンに対する答えを提示する。本研










図に一貫して単数形  -φ、複数形  [-s] という対立が見られた。そして、œil に対応する語
 
34 X は類推が起こる前に存在したと考えられる単数形固有の語形の仮想として使用している。なお、
この X は、「目」を意味するラテン語の第 2 曲用の男性名詞  OCULUS の単数対格形  OCULUM 
を語源に持つと考えられる。したがって、語源のラテン語の語頭では母音が見られるため、X の語頭
においても、母音あるいは接近音の子音が見られると考えられる。 
35 この段階の [z] は、冠詞と名詞のリエゾンの役割を担うものである。 
36 同地域内の全地点の約 49％にあたる。 
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今後の課題としては以下の 3 つの事柄が挙げられる。1 つ目は、ラテン語の第 3, 4 曲
用名詞起源の普通名詞の数の体系を明らかにすることである。ALF に収録されている地
図の中でも、第 3, 4 曲用名詞起源の普通名詞の地図については未だ分析がなされてい
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